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環境に優しいベジタブルインキで
印刷しています。

Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

▲どんど焼きの炎で焼かれる五升餅

　各地で｢どんど焼き｣が行われる中、１月14日に
は、栗尾区（但東地域）の田んぼに地域の方が集ま
り、無病息災や五穀豊穣、子孫繁栄などを祈願し、
どんど焼きが行われました。
　但東地域在住で元関西大学文学部教授の森　隆
男さんが｢火の力で正月の神様を他界に送る行事｣
などと、どんど焼きの由来を説明。その後、正月
飾りと共に竹で組まれた高さ12ｍのやぐらに火が
放たれると｢パチパチ、ドーン｣と音を立てながら、
天高く燃え上がりました。
　書初めを火にくべた平

ひら

岡
おか

拓
たく

歩
ほ

さん（但東中１年）
は｢でこが焼けるぐらい熱かった。願いがかなっ
てほしい｣と話し、皆でどんど焼きの炎で焼いた
｢五

ご

升
しょう

餅
もち

｣を食べていました。

どんど焼き
無病息災などの願いを込めて

▲はいっ！

　１月13日、竹野地区コミュニティセンターで、
第12回図書館新春かるた大会が行われました。合
併以降毎年開催されている恒例行事です。
　いろはかるたを用いた｢かるたの部｣と｢百人一
首の部｣があり、幼稚園年長から小学校６年生ま
で、延べ約30人が参加。３〜４人の対戦グループ
に分かれ、取った枚数で順位が決まります。
　場に並べられた札をしっかり見つめ、どのグ
ループも真剣勝負。百人一首では、大人顔負けの
早さで札を取る暗記力の高さも見られました。
　かるたの部で優勝した京

きょう

極
ごく

結
ゆ

乃
の

ちゃん（竹野小
２年）は、両方の部に参加。百人一首よりも｢かる
たの方が好き｣と話しました。

新春かるた大会
暗記力と瞬発力でいざ勝負!

成人おめでとう。

　「
お
は
よ
う
！
」通
学
路
に
元
気

な
声
が
響
き
ま
す
。

　
声
の
主
は
、
高
橋
清
治
さ
ん
。

毎
日
、
五
荘
地
区
内
の
交
差
点
で

登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
大
好
き
な
高
橋
さ
ん

は
、
兵
庫
県
警
察
を
退
職
後
、
下

校
時
の
見
守
り
隊
と
し
て
活
動
。

活
動
を
続
け
る
う
ち
に
、
通
学
路

の
交
通
量
の
多
さ
に
不
安
を
抱
き
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
登
下
校
で

き
る
よ
う
に
5
年
ほ
ど
前
か
ら
登

校
時
の
見
守
り
も
は
じ
め
ま
し
た
。

　
活
動
時
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と

は
、
し
っ
か
り
と
あ
い
さ
つ
を
交

わ
す
こ
と
。
最
初
は
恥
ず
か
し
が

っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
今
で

は
、
み
ん
な
あ
い
さ
つ
を
返
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
元
気
の
源
と
い
う
高

橋
さ
ん
。
元
気
な
う
ち
は
見
守
り

を
続
け
た
い
と
語
り
ま
す
。

　
見
守
り
以
外
で
も
大
活
躍
で
す
。

補
導
委
員
や
地
域
ふ
れ
あ
い
の
会

の
活
動
に
尽
力
。
ま
た
、
玄
武
洞

公
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

務
め
た
縁
で
、
豊
岡
観
光
協
会
の

活
動
も
無
償
で
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
支
え
る
頼
も
し
い
存
在
。

今
日
も
、
元
気
な
声
が
子
ど
も
た

ち
を
優
し
く
包
み
ま
す
。

豊岡観光協会の皆さんと

子どもたちの笑顔が元気の源
地域を元気にしていきたい！

高橋清
せい

治
じ

さん（69歳）高屋




